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習
近
平
政
権
の
総
括
と
し
て
の
「
第
十
八
期
中
央
委
員
会
第
六
回
全
体
会
議
」

徳

岡

仁

⑴

党
内
統
制
と
「
第
十
八
期
中
央
委
員
会
第
六
回
全
体
会
議
」

習
近
平
の
中
国
共
産
党
は
、
第
十
八
期
中
央
委
員
会
第
六
回
全
体
会
議
（
以
後
「
六
中
全
会
」
と
略
す
）
を
二
〇
一
六
年
十
月
二
四
日

か
ら
二
七
日
ま
で
の
四
日
間
で
開
催
し
た
。
会
議
は
、
習
近
平
総
書
記
が
主
宰
し
、
中
央
委
員
一
九
七
人
、
同
候
補
委
員
一
五
一
人
。
中

央

律
検
査
委
員
会
委
員
と
「
関
係
方
面
の
責
任
あ
る
同
志
」
が
列
席
し（

１
）た。

「
六
中
全
会
」
の
開
催
を
最
終
決
定
し
た
中
共
中
央
政
治
局
で
は
、
す
で
に
「
全
面
的
で
厳
格
な
党
内
統
制
の
重
大
な
問
題
」
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
「
新
情
勢
下
の
党
内
政
治
生
活
に
関
す
る
若
干
の
準
則
」「
中
国
共
産
党
党
内
監
督
条
例
」
草
稿
に
対
す
る

⑴

党
内
統
制
と
「
第
十
八
期
中
央
委
員
会
第
六
回
全
体

会
議
」

⑵

汚
職
犯
罪
と
党

⑶

党
官
僚
公
務
員

⑷

中
国
は
共
産
党
と
と
も
に
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党
内
外
の
一
定
の
範
囲
で
の
意
見
聴
取
の
状
況
に
関
す
る
報
告
を
聴
取
し
た
。
中
央
政
治
局
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
聴
取
と
関
連
す
る
議
論

の
内
容
を
六
中
全
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
も
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ（

２
）た。

今
回
の
政
治
局
会
議
の
目
的
は
、「
民
主
を
十
分
に
発
揚
し
、
全
党
の
知
恵
を
集
中
し
、
全
党
の
共
通
認
識
を
凝
集
」す
る
こ
と
、「（
新

し
い
情
勢
の
下
で
党
内
の
政
治
生
活
を
強
化
し
規
範
化
す
る
に
は
）
党
規
約
に
徹
底
的
に
従
い
」、
「
党
の
自
浄
作
用
強
め
、
自
己
を
完

全
な
も
の
と
し
、
自
己
革
新
し
、
自
ら
能
力
を
高
め
、
党
の
指
導
と
執
政
の
水
準
を
高
め
、
腐
敗
に
対
す
る
抵
抗
と
危
険
を
避
け
る
能
力

を
強
め
、
党
中
央
の
権
威
を
擁
護
し
、
党
の
団
結
と
統
一
を
保
証
し
、
党
の
先
進
性
と
純
潔
性
を
保
持
し
、
努
力
し
て
全
党
に
お
い
て
集

中
が
あ
り
民
主
が
あ
る
よ
う
に
し
、
紀
律
が
あ
っ
て
自
由
が
あ
る
よ
う
に
し
、
統
一
し
た
意
思
が
あ
っ
て
個
人
の
気
持
ち
が
の
び
の
び
し

た
生
き
生
き
と
し
て
活
発
な
政
治
の
局
面
を
形
作
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
政
治
局
会
議
で
は
「
党
内
の
監
督
は
、
党
規
約
を
尊
重
し
、
規
則
に
よ
っ
て
党
を
支
配
し
、
党
内
の
監
督
と
大
衆
の
監
督

を
堅
持
し
て
結
び
付
け
、
党
が
最
後
ま
で
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業
に
お
け
る
強
い
指
導
の
核
心
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
党
内
監
督
の
任
務
は
、
党
規
約
、
規
則
、
紀
律
を
全
党
に
お
い
て
保
っ
て
有
効
に
執
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
党
の
団
結
と
統
一

を
擁
護
し
、
重
点
を
お
い
て
党
の
指
導
力
の
弱
体
化
、
党
建
設
の
欠
陥
、
全
面
的
に
厳
し
く
党
を
統
治
す
る
上
で
の
力
不
足
、
党
意
識
の

薄
弱
化
、
組
織
の
散
漫
、
紀
律
の
緩
み
、
党
の
管
理
や
統
治
の
弛
緩
の
問
題
を
解
決
し
て
、
党
組
織
が
十
分
に
そ
の
職
能
を
履
行
で
き
る

よ
う
に
保
証
し
、
核
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
、
全
党
員
が
前
衛
の
模
範
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す
る
よ
う
保
証
し
、
党

内
の
指
導
幹
部
が
誠
心
誠
意
し
っ
か
り
と
そ
の
役
割
を
担
当
で
き
る
よ
う
保
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
党
内
監
督
は
民
主
集
中
制
を
貫
徹
し
、

規
則
紀
律
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
進
め
、
組
織
の
上
級
か
ら
下
級
へ
の
監
督
を
強
化
し
、
下
級
か
ら
上
級
へ
の
民
主
的
な
監
督
へ
と
改
善
し
、

同
級
間
相
互
で
監
督
の
役
割
を
発
揮
し
、
党
内
監
督
で
の
タ
ブ
ー
を
な
く
し
、
例
外
を
な
く
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
級
の

党
組
織
は
信
頼
と
激
励
を
厳
格
な
監
督
と
結
び
付
け
、
党
の
指
導
幹
部
は
権
力
に
は
必
ず
責
任
を
伴
う
よ
う
に
し
、
責
任
を
も
っ
て
担
当
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す
る
よ
う
に
し
、
権
限
が
あ
れ
ば
監
督
を
受
け
、
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
必
ず
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
や
提
案

に
つ
い
て
は
、
「
全
党
同
志
の
全
面
的
で
厳
格
な
党
内
統
制
、
党
内
政
治
生
活
の
強
化
と
規
範
化
、
党
内
監
督
の
強
化
に
つ
い
て
の
認
識

と
思
考
を
反
映
し
て
お
り
」、
こ
れ
ら
の
意
見
や
提
案
を
「
全
面
的
に
整
理
し
、
各
条
を
検
討
し
、
で
き
る
限
り
採
り
入
れ
」、
「
新
情
勢

下
の
党
内
政
治
生
活
の
強
化
と
規
範
化
、
党
内
監
督
の
強
化
を
正
し
く
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

「
六
中
全
会
」
に
提
起
さ
れ
る
「
新
情
勢
下
の
党
内
政
治
生
活
に
関
す
る
若
干
の
準
則
」
は
、
一
九
八
〇
年
二
月
二
三
日
か
ら
二
九
日

ま
で
北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
十
一
期
五
中
全
会
で
制
定
さ
れ
た
「
党
内
政
治
生
活
に
関
す
る
若
干
の
準
則
」
に
次
ぐ
も
の
と
さ
れ
る
。

一
九
八
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
「
準
則
」
は
、
文
化
大
革
命
の
反
省
か
ら
集
団
指
導
制
を
最
高
原
則
と
し
て
個
人
の
専
断
を
否
定
し
、
党
規

律
の
順
守
な
ど
を
定
め（

３
）た。

「
六
中
全
会
」
に
つ
い
て
『
人
民
日
報
』（

４
）は、

「
改
革
開
放
路
線
下
で
こ
れ
ま
で
七
回
開
催
さ
れ
た
各
六
中
全
会
に
共
通
す
る
テ
ー
マ

は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
党
の
建
設
問
題
に
集
約
さ
れ
る
」。「（
議
事
日
程
に
よ
れ
ば
）
十
八
期
六
中
全
会
の
テ
ー
マ
は
、
同
様
に
『
党
の

建
設
』
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
全
面
的
で
厳
格
な
党
内
統
制
の
重
大
な
問
題
、
新
情
勢
下
の
党
内
政
治
生
活
に
関
す
る
若
干

の
準
則
の
制
定
お
よ
び
『
中
国
共
産
党
党
内
監
督
条
例
（
試
行
）』の
改
訂
を
行
う
」
と
、
伝
え
た
。

二
〇
一
二
年
の
党
大
会
で
総
書
記
に
就
任
し
て
以
来
、
習
近
平
は
党
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
制
）
に
腐
心
し
、
同
年
十
二
月
四
日
の
中
央

政
治
局
会
議
で
「
活
動
方
法
を
改
善
し
、
大
衆
と
緊
密
な
関
係
を
保
つ
こ
と
に
関
す
る
八
項
目
の
規
定
」（
以
後
「
八
項
目
の
規
定
」
と

略
す
）
を
決
定
し（

５
）た。

さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
八
日
に
は
形
式
主
義
や
官
僚
主
義
な
ど
の
「
四
つ
の
気
風
」
問
題
を
提
起
し（

６
）て、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
四
日
に
は
、
「
小
康
社
会
」
実
現
に
向
け
て
の
戦
略
的
思
想
で

あ
り
、
戦
略
的
布
石
と
し
て
の
「
四
つ
全
面
」
を
視
察
先
の
江
蘇
省
で
初
め
て
提
起（

７
）し、

と
く
に
「
従
厳
治
党
（
厳
格
な
党
内
統
制
）」は
、

最
後
に
付
け
加
え
ら
れ
て
発
表
さ
れ
た
。
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二
〇
一
六
年
の
年
頭
に
は
「
中
国
共
産
党
紀
律
処
分
条
例
」
と
「
中
国
共
産
党
廉
潔
自
律
準
則
」
が
そ
れ
ぞ
れ
公
布
さ
れ
た
の
を
手
始

め（
８
）に、

「
中
国
共
産
党
問
責
条
例
」
及
び
「
問
題
を
抱
え
た
幹
部
の
抜
擢
・
登
用
の
防
止
に
関
す
る
意
見
」
を
矢
継
ぎ
早
に
公
布
し
た
。

「
六
中
全
会
」
で
は
、
中
央
政
治
局
の
委
託
を
受
け
た
習
近
平
共
産
党
総
書
記
の
活
動
報
告
を
聴
取
し
審
議
し
、「『
新
情
勢
下
の
党
内

政
治
生
活
に
関
す
る
若
干
の
準
則
』
と
『
中
国
共
産
党
党
内
監
督
条
例
』
を
審
議
採
択
」
し
た
。
さ
ら
に
、
「
党
の
第
十
九
回
全
国
代
表

大
会
を
招
集
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
決
議
」
を
行
っ（

９
）た。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
要
点
は
⑴
厳
格
な
党
内
統
制
⑵
党
内
政
治
活
動
の
管
理
⑶
党
内
監
督
の
整
備
⑷
十
九
全
大
会
の
準
備
の
四
点
に
尽
き

（
１０
）

る
。

「
厳
格
な
党
内
統
制
」
に
は
、
「
厳
格
な
党
内
統
制
の
重
点
は
幹
部
の
厳
格
な
管
理
に
あ
り
、
全
面
的
な
管
理
、
厳
格
な
基
準
、
各
部

分
の
つ
な
が
り
、
措
置
の
一
体
化
、
責
任
の
明
確
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
。
習
近
平
は
政
権
を
担
当
し
て
以
来
、
「
実
践

躬
行
し
、
全
面
的
に
厳
格
な
党
内
統
治
を
揺
る
が
ず
推
し
進
め
、
思
想
的
党
建
設
と
制
度
的
党
内
統
治
を
緊
密
に
結
び
つ
け
続
け
、
集
中

的
に
党
風
を
正
し
、
腐
敗
を
厳
し
く
罰
し
、
党
内
政
治
環
境
を
浄
化
」
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
「
六
中
全
会
」
で
は
、
あ
ら
た
め
て
「
党

内
政
治
活
動
の
管
理
」
の
た
め
に
『
新
情
勢
下
の
党
内
政
治
生
活
に
関
す
る
若
干
の
準
則
』
を
定
め
、
「
党
内
監
督
の
整
備
」
の
た
め
に

『
中
国
共
産
党
党
内
監
督
条
例
』
を
そ
れ
ぞ
れ
審
議
採
択
し
た
。

と
く
に
、
「
党
内
監
督
」
に
つ
い
て
は
「
権
力
の
正
し
い
行
使
の
根
本
的
保
証
で
あ
り
、
党
内
政
治
活
動
を
強
化
、
規
範
化
す
る
重
要

な
措
置
だ
。
指
導
幹
部
に
対
す
る
監
督
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
党
内
に
制
約
を
受
け
な
い
権
力
は
認
め
ず
、
監
督
を
受
け
な
い
特

殊
な
党
員
も
認
め
な
い
。
権
力
行
使
の
制
約
と
監
督
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
整
備
し
、
権
力
は
必
ず
責
任
を
伴
い
、
権
力
を
行
使
す
れ
ば
必
ず

責
任
を
担
い
、
権
力
を
乱
用
す
れ
ば
必
ず
責
任
を
追
及
さ
れ
る
制
度
設
計
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
、
「
従
厳
治
党
（
厳
し
く
党
を
統
制
す
る
）」と
い
う
語
句
が
多
く
使
わ
れ
た
が
、
最
も
多
く
使
用
さ
れ
た
の
が
「
監

督
」
と
い
う
語
句
で
あ
っ
た
。
合
計
四
十
一
回
に
上
っ

（
１１
）

た
。
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六
中
全
会
の
決
定
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
の
が
、
第
十
八
期
中
央
規
律
検
査
委
員
会
第
七
回
全
体
会
議
で
あ
っ

（
１２
）

た
。

会
議
に
は
、
習
近
平
、
李
克
強
な
ど
の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
な
ど
の
最
高
指
導
幹
部
が
出
席
し
、
習
近
平
が
重
要
講
演
を
行
い
、
王

岐
山
が
中
央
規
律
検
査
委
員
会
を
代
表
し
て
「
全
面
的
に
厳
格
な
党
内
統
治
の
深
い
発
展
を
推
進
し
、
優
れ
た
成
果
で
第
十
九
回
党
大
会

を
迎
え
る
」
と
題
し
て
活
動
報
告
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
中
国
共
産
党
規
律
検
査
機
関
監
督
紀
律
執
行
活
動
規
則
（
試
行
）」を
加
え
て

審
議
、
採
択
し
た
。⑵

汚
職
犯
罪
と
党

中
国
共
産
党
は
、
「
小
康
社
会
」
実
現
に
向
け
て
の
戦
略
的
思
想
で
あ
り
、
戦
略
的
布
石
と
し
て
の
「
四
つ
全
面
」
を
習
近
平
は
提
起

す
る
が
、
こ
の
「
四
つ
の
全
面
」
の
一
つ
と
し
て
重
視
す
る
の
が
「
全
面
的
に
厳
し
く
党
を
統
制
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

巨
大
な
官
僚
組
織
で
あ
る
共
産
党
と
そ
の
構
成
員
と
く
に
行
政
権
力
を
行
使
す
る
幹
部
党
員
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
他
な
ら
な
い
。

習
近
平
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
に
「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
国
内
総
生
産
を
二
〇
一
〇
年
比
で
倍
増
さ
せ
」
て
、
小
康
社
会
の
実
現
を

は
じ
め
と
す
る
「
四
つ
の
全
面
」
を
初
め
て
提
起
し
た

（
１３
）

が
、
彼
に
と
っ
て
そ
の
推
進
力
と
な
る
官
僚
組
織
が
そ
の
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

状
態
に
あ
る
と
は
必
ず
し
も
首
肯
で
き
る
状
態
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
汚
職
犯
罪
及
び
「
八
項
目
規
定
」
違
反
に
つ
い
て
の
犯
罪
件
数
や
処
分
件
数
を
（
表
１
）、
（
表
２
）

と
し
て
簡
単
に
ま
と
め
た
。

二
〇
一
二
年
十
一
月
十
四
日
、
習
近
平
政
権
が
誕
生
し
た
中
国
共
産
党
第
十
八
回
全
国
代
表
大
会
に
お
い
て
共
産
党
第
一
八
期
中
央
紀

律
検
査
委
員
会
は
活
動
報
告
を
行
い
、
胡
錦
濤
総
書
記
政
権
の
後
半
で
あ
っ
た
二
〇
〇
七
年
十
一
月
か
ら
二
〇
一
二
年
六
月
ま
で
の
全
期
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間
に
お
け
る
全
国
の
紀
律
検
査
機
関
と
同
監
察
機
関
が
立
件
し
た

事
案
に
つ
い
て
は
六
四
三
、七
五
六
件
、結
審
し
た
事
案
、六
三
九
、

〇
六
八
件
、
党
規
約
な
ど
法
的
処
分
を
受
け
た
も
の
六
六
八
、

四
二
九
人
と
報
告
し

（
１４
）

た
。

（
表
１
）に
よ
る
と
、
胡
錦
濤
、
習
近
平
両
時
代
に
は
一
時
期

減
少
傾
向
も
見
ら
れ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
一
貫
し
て
増
加
し
、

共
産
党
最
高
指
導
部
か
ら
見
れ
ば
党
内
の
状
況
は
必
ず
し
も
看
過

で
き
る
状
況
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
習
近
平
は
、
総
書
記
就
任

直
後
に
「
党
内
に
は
多
く
の
解
決
す
べ
き
問
題
が
存
在
す
る
。
中

で
も
党
幹
部
に
生
じ
て
い
る
汚
職
に
よ
る
腐
敗
現
象
で
あ
り
、
大

衆
か
ら
浮
き
上
が
る
こ
と
で
あ
り
、
形
式
主
義
で
あ
り
、
官
僚
主

義
な
ど
の
問
題
で
あ
っ
て
、
懸
命
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
全
党
は
目
覚
め
、
強
硬
に
、
一
丸
と
な
り
、
断
固
と

し
て
党
を
管
理
し
、
厳
し
く
党
を
支
配
し
、
自
身
の
突
出
し
た
問

題
を
し
っ
か
り
と
解
決
し
、
活
動
方
法
を
改
良
し
、
大
衆
と
密
に

結
び
つ
い
て
、
始
終
わ
が
党
が
中
国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業

の
確
固
た
る
指
導
の
核
心
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
断
固
と
し
た
決
意
を
表
明
し
て
い

（
１５
）

た
。

県処級以上の幹部人数

４，５６８
４，０４０
２，８７１

２，５６９
２，５２４
２，７２３
２，６７０
２，６８７

職務犯罪者数

５４，２４９
５５，１０１
５１，３０６

４７，３３８
４４，５０６
４４，０８５
４１，５３１
４１，１７９

職務犯罪件数

４０，８３４
４１，４８７
３７，５５１

３４，３２６
３２，５６７
３２，９０９
３２，４３９
３３，５４６

年度

２０１５
２０１４
２０１３

２０１２
２０１１
２０１０
２００９
２００８

習近平

胡錦濤

県処級以上人数

６，８８８
４，３０３
２，５００
１，５１０

党紀政紀処分人数

４２，４６６
３３，９６６
２３，６４６
７，６９２

同人数

５７，７２３
４９，５０８
７１，７４８
３０，４２０

調査処置件数

４０，８２７
３６，９１１
５３，０８５
２４，５２１

年度

２０１６
２０１５
２０１４
２０１３

（表１）各年度（２００８年～２０１５年）の最高人民検察工作報告に見られる「職務犯罪」

２００９年から２０１６年までの各年の最高人民検察院工作報告により作成

（表２）全国の「中央八項規定精神」違反者に対する調査処分数（２０１３年から２０１６年）

中央紀律検査委員会及監察部のサイト（http://www.ccdi.gov.cn/xxgk/hyzl/）参照。
（表２ 注）２０１３年度については、「中央八項規定」が２０１２年１２月４日に政治局で決定されたので一部２０１２年度分
も含まれる。「八項目の規定」によって月報が出されることとなったが、２０１２年１２月４日以降２０１５年１１月までの
表には累計が行われていたが、２０１６年からは同年１月分から新たに累計を行うようになった。
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翌
年
十
一
月
八
日
、
北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
六
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

閣
僚
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
お
い
て
、
中
国
主
導
で
「
北
京
反
腐
敗
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
（
１６
）

た
。
中
国
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
「
北
京
反
腐
敗
宣
言
」
を
主
導
し
た
の
は
、
「
裸
官
」

と
呼
ば
れ
財
産
と
家
族
身
内
を
海
外
に
移
し
、
本
人
も
「
外
逃
貪
官
」
を
密
か
に
目

論
む
腐
敗
官
僚
存
在

（
１７
）

や
、
ま
た
、
国
内
で
「
老
虎
蒼
蝿
一
起
打
」
の
腐
敗
撲
滅
を
進

め
て
い
た
事
情
が
あ
っ

（
１８
）

た
。
ち
な
み
に
現
在
の
公
務
員
数

（
１９
）

は
、
七
百
十
六
万
七
千
人
、

加
え
て
五
千
万
人
が
公
金
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

中
央
紀
律
検
査
委
員
会
は
、
「
八
項
目
の
規
定
」
の
精
神
が
全
国
で
し
っ
か
り
と

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
掌
握
す
る
た
め
に
三
十
一
の
一
級
行
政
区
お
よ
び
新
疆
建

設
兵
団
、
百
三
十
九
か
所
の
中
央
国
家
機
関
、
百
六
か
所
の
中
央
管
轄
の
国
営
企
業
、

十
五
か
所
の
金
融
企
業
に
そ
れ
ぞ
れ「
八
項
目
の
規
定
」実
施
状
況
を
報
告
す
る「
月

報
制
度
」
を
設
け

（
２０
）

た
。

（
表
３
）は
、
こ
の
「
月
報
制
度
」
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
「
中
央
の
八
項
目
規

定
の
精
神
に
違
反
し
た
問
題
を
全
国
で
調
査
処
理
し
た
一
括
報
告
書
書
」

（
二
〇
一
六
年
十
二
月
一
か
月
分
と
同
年
の
計
。）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
は
、

二
〇
一
三
年
一
月
か
ら
毎
月
出
さ
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
に
二
〇
一
六
年
分
ま
で
は
総

て
の
統
計
数
字
が
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

党
中
央
が
「
八
項
目
の
規
定
」
を
設
け
て
か
ら
中
央
や
地
方
が
再
三
に
わ
た
っ
て

違反類型

その他

２８３

４０５

２４４

２，３７１

３，７７５

２，４４２

注 その他：標準超過した接待、公金による娯楽（フィットネス）設備の利用、クラブへの出入、不適格な住居など

中央紀律検査委員会党風政風監督室 中央紀律検査委員会監察部

過度
冠婚葬祭

５５４

６０２

４７９

５，２３８

６，１３１

４，７９１

物品
違法授受

１，０４９

１，２８０

１，０４５

７，６１８

９，５８０

７，６６１

福利
手当違反

１，３１５

２，０７９

１，５３１

１０，３０３

１５，８６２

１２，４０２

施設
違反問題

１３７

１７２

４１

８７１

１，２２３

５４０

公用車
違反使

７１５

８７６

５０９

６，７１５

８，６３４

５，１２３

海外
旅行

１９

２８

２１

１９６

３０６

２３５

国内
旅行

２９１

５４１

３７５

２，２８６

４，２４８

３，２６２

公金
飲食

６５６

９１９

７０２

５，２２９

７，９６４

６，０１０

幹部等級

郷・科

４，３１０

６，０２２

４，３９９

３５，６５６

５０，８３５

３７，９４４

県・処

６３６

７７５

４８３

４，５４５

６，０６３

３，９６６

地・庁

７２

１０４

６４

６２３

８２０

５５１

省・部

１

１

１

３

５

５

総計

５，０１９

６，９０２

４，９４７

４０，８２７

５７，７２３

４２，４６６

項目

処理件数

処理人数

党・政処分

処理件数

処理人数

党・政処分

２０１６年
１２月

２０１６年

（表３）中央八項目規定の精神に対する違反問題処理件数集計（２０１６年）

中央紀律検査委員会監察部
「２０１６年１２月全国 反 中央八 定精神 ５０１９起」『中央 委 察部网站』：２０１７－０１－０４ ０８：３０
http://sd.people.com.cn/n2/2016/0921/c356086−29036078.html
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規
則
に
反
し
た
手
当
や
福
利
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
禁
じ
た
。
し
か
し
、
一
部
の
単
位
や
部
門
は
全
く
耳
を
貸
さ
ず
、
意
に
介
さ
な
か

っ
た
。
（
表
３
）は
、
二
〇
一
六
月
十
二
月
の
報
告
で
あ
る
。
全
国
で
「
八
項
目
の
規
定
」
に
違
反
し
た
事
案
が
四
〇
、
八
二
七
件
処
理

さ
れ
た
が
、
表
に
よ
れ
ば
「

放
津

或
福
利
（
福
利
厚
生
費
違
法
補
助
）」の
違
反
が
最
も
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
ろ
う
。
一
〇
、

三
〇
三
件
発
生
し
て
お
り
、
総
数
の
二
五
・
二
％
を
占
め
、
一
五
、
八
六
二
人
が
処
分
さ
れ
た
の
で
あ
っ

（
２１
）

た
。

紀
律
検
査
部
門
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
長
期
的
な
休
暇
や
連
休
な
ど
が
近
づ
く
と
違
法
な
手
当
や
合
法
的
で
な
い
福
利
関
係
の
手
当
が
横

行
す
る
と
い
う
。
国
慶
節
の
前
後
に
は
、
地
方
に
あ
る
多
く
の
紀
律
検
査
監
察
機
関
に
違
法
な
手
当
や
福
利
手
当
を
暴
く
通
報
が
寄
せ
ら

れ
る
。

隠
れ
蓑
を
使
っ
た
り
、
他
人
の
眼
を
ご
ま
か
し
た
り
と
様
々
な
手
段
を
弄
し
て
こ
う
し
た
違
法
行
為
が
行
わ
れ
、
と
き
に
は
何
万
元
も

の
手
当
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
あ
る
と
い
う
。

中
央
紀
律
検
査
機
関
は
、
こ
う
し
た
違
反
行
為
が
遠
慮
会
釈
な
く
堂
々
と
蔓
延
る
の
は
「
紀
律
意
識
の
欠
如
」
と
断
じ

（
２２
）

る
。

一
部
の
地
区
や
単
位
で
は
、
旧
態
依
然
の
意
識
で
遵
法
意
識
に
欠
け
て
い
て
、
手
当
が
本
来
持
つ
性
格
を
理
解
せ
ず
手
当
や
福
利
の
乱

発
も
意
に
介
さ
な
い
の
で
あ

（
２３
）

る
。

因
み
に
胡
錦
濤
政
権
の
後
半
の
二
〇
〇
七
年
一
一
月
か
ら
一
二
年
六
月
ま
で
の
間
、
共
産
党
紀
律
検
査
機
関
と
国
務
院
の
監
察
機
関
が

全
国
で
摘
発
し
た
汚
職
事
案
は
、
六
四
三
、
七
五
九
件
で
「
党
紀
政
紀
」
違
反
処
分
者
は
六
六
八
、
四
二
九
人
、
司
法
機
関
送
致
は
二
四
、

五
八
四
人
に
上
っ

（
２４
）

た
。
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⑶

党
官
僚
公
務
員

中
国
の
国
家
公
務
員
採
用
は
、
例
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ

（
２５
）

る
。

二
〇
一
七
年
度
の
「
国
考
」
す
な
わ
ち
中
国
国
家
公
務
員
採
用
共
通
科
目
の
試
験
が
、「（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
一
五
日
か
ら
中
国
の

中
央
機
関
、
お
よ
び
そ
の
直
属
機
構
の
公
務
員
採
用
試
験
の
申
し
込
み
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
始
ま
り
」、
「
公
務
員
試
験
シ
ー
ズ
ン
」
の
訪

れ
た
。
一
一
月
二
七
日
に
は
、
中
央
機
関
お
よ
び
直
属
機
構
の
二
〇
一
七
年
度
公
務
員
筆
記
試
験
が
全
国
三
一
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
の

四
七
都
市
に
あ
る
九
百
あ
ま
り
の
試
験
場
で
実
施
さ
れ

（
２６
）

た
。

中
国
国
家
公
務
員
局
の
統
計
に
よ
る
と
、
「
二
一
世
紀
に
入
っ
て
以
降
、
そ
の
募
集
規
模
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
」。
「
〇
七
年
は
、

約
六
〇
〇
〇
ポ
ス
ト
計
一
万
二
、
七
二
四
人
が
募
集
さ
れ
た
の
に
対
し
、
一
六
年
は
、
ポ
ス
ト
が
一
万
五
千
と
二
倍
以
上
と
な
り
、
募
集

人
数
も
二
万
七
、
八
一
七
人
と
倍
増
し
て
い

（
２７
）

る
」。
二
〇
一
七
年
度
は
、
一
二
〇
か
所
あ
ま
り
の
中
央
機
関
及
び
直
属
機
構
、
公
務
員
法

の
管
轄
下
に
あ
る
事
業
所
が
二
万
七
千
人
を
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
年
度
は
一
四
八
万
六
千
三
百
人
が
資
格
審
査
に
合
格
し
、
一
一

三
万
七
千
人
が
検
定
料
を
払
込
み
、
こ
の
う
ち
実
際
に
受
験
し
た
の
は
九
八
万
四
千
人
、
競
争
率
は
三
六
分
の
一
。
二
〇
一
六
年
度
は
最

終
的
に
一
三
九
万
四
、
六
〇
〇
人
が
資
格
審
査
に
合
格
。
採
用
人
数
は
二
万
七
、
八
七
一
人
の
予
定
で
平
均
競
争
率
は
五
〇
分
の
一
。
最

も
人
気
の
あ
る
ポ
ス
ト
の
競
争
率
は
二
、
八
四
七
分
の
一
に
達
し
た
と
い

（
２８
）

う
。

「
六
中
全
会
」
開
催
に
つ
い
て
検
討
し
た
政
治
局
会
議
は
、
「
新
し
い
情
勢
の
下
で
党
内
の
政
治
生
活
を
強
化
し
規
範
化
す
る
に
は
、

党
規
約
に
徹
底
的
に
従
い
、
党
の
政
治
路
線
、
思
想
路
線
、
組
織
路
線
、
大
衆
路
線
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
り
、
党
内
の
政
治
生
活
の
政
治

性
、
時
代
性
、
原
則
性
、
戦
闘
性
を
強
め
、
党
の
自
浄
作
用
強
め
、
自
己
を
完
全
な
も
の
と
し
、
自
己
革
新
し
、
自
ら
能
力
を
高
め
、
党
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の
指
導
と
執
政
の
水
準
を
高
め
、
腐
敗
に
対
す
る
抵
抗
と
危
険
を
避
け
る
能
力
を
強
め
、
党
中
央
の
権
威
を
擁
護
し
、
党
の
団
結
と
統
一

を
保
証
し
、
党
の
先
進
性
と
純
潔
性
を
保
持
し
、
努
力
し
て
全
党
に
お
い
て
集
中
が
あ
り
民
主
が
あ
る
よ
う
に
し
、
紀
律
が
あ
っ
て
自
由

が
あ
る
よ
う
に
し
、
統
一
し
た
意
思
が
あ
っ
て
個
人
の
気
持
ち
が
の
び
の
び
し
た
生
き
生
き
と
し
て
活
発
な
政
治
の
局
面
を
形
作
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

改
革
開
放
路
線
の
下
開
催
さ
れ
た
各
期
の
六
中
全
会
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
や
作
風
（
存
在
意
義
）
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
し
、

党
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
が
当
然
の
よ
う
に
議
題
に
上
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
改
革
開
放
路
線
は
、
中
国
共
産
党
に
と
っ
て
は
歴
史
的
大
転

換
。
「
虚
」
か
ら
「
実
」
へ
、
計
画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
、
原
理
主
義
か
ら
現
実
主
義
へ
、
敗
戦
に
伴
う
価
値
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転

回
は
ま
だ
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
敗
戦
を
伴
わ
な
い
価
値
の
転
回
を
強
い
ら
れ
る
中
で
「
党
の
政
治
路
線
、
思
想
路
線
、
組
織
路
線
、
大

衆
路
線
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
り
、
党
内
の
政
治
生
活
の
政
治
性
、
時
代
性
、
原
則
性
、
戦
闘
性
を
強
め
、
党
の
自
浄
作
用
強
め
、
自
己
を

完
全
な
も
の
と
し
、
自
己
革
新
し
、
自
ら
能
力
を
高
め
、
党
の
指
導
と
執
政
の
水
準
を
高
め
」
よ
と
の
叱
咤
激
励
は
、
す
で
に
見
て
き
た

よ
う
に
手
当
の
乱
発
は
違
法
で
あ
る
こ
と
は
明
確
な
の
に
全
く
意
に
介
さ
な
い
こ
と
が
普
通
に
行
わ
れ
る
と
い
う
事
態
を
招
い
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
わ
が
日
本
で
は
、
「
不
良
体
質
の
変
化
と
貧
困
お
よ
び
反
知
性
主
義
と
し
て
の
『
ヤ
ン
キ
ー
』
論
」
が
「
教
養
主
義
」
的
興

味
の
対
象
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
中
国
で
は
「
造
反
有
理
」
と
い
う
「
反
知
性
主
義
」
を
標
榜
す
る
革
命
運
動
が
「
文
化
大
革

命
」
と
し
て
一
時
代
を
画
し
た
。
「
文
化
大
革
命
」
は
す
で
に
当
局
か
ら
完
全
に
否
定
さ
れ
た
が
、
先
般
失
脚
し
た
薄
熙
来
は
重
慶
市
の

責
任
者
で
あ
っ
た
と
き
「
唱
紅
打
黒
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
、
時
と
し
て
文
革
時
代
の
再
来
で
は
と
人
々
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
た
。
多

く
の
人
間
の
共
感
を
得
た
と
い
う
。
ま
だ
、
「
革
命
」
の
火
種
は
人
々
の
間
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
に
お
け
る
長
い
官
僚
制
の
歴
史
お
い
て
「
治
官
（
官
僚
統
制
）」シ
ス
テ
ム
は
監
察
制
度
と
し
て
同
様
に
長
い
歴
史
を
有
す
る
。
巨
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大
な
皇
帝
政
権
を
始
め
た
秦
朝
に
そ
の
萌
芽
を
見
る
が
、
今
日
の
官
僚
機
構
す
な
わ
ち
政
、
財
、
軍
に
お
け
る
巨
大
な
官
僚
機
構
に
対
す

る
監
察
機
構
は
隋
、
唐
朝
の
御
史
台
に
確
立

（
２９
）

し
、
と
く
に
明
、
清
朝
の
都
察
院
に
引
き
継
が
れ

（
３０
）

た
。
さ
ら
に
、
「
三
民
主
義
」
に
依
っ
て

立
つ
中
華
民
国
で
は
「
五
権
分
立
制
」
を
採
用
す
る
が
、
公
務
員
の
弾
劾
、
糾
明
を
事
と
す
る
の
が
「
監
察
院
」
で
あ

（
３１
）

る
。
中
華
人
民
共

和
国
に
お
け
る
監
察
制
度
は
、
党
員
に
た
い
す
る
「
紀
律
検
査
委
員
会
」
で
あ
り
、
行
政
府
に
た
い
す
る
の
は
国
務
院
の
「
監
察
部
」
で

あ
（
３２
）

る
。
さ
ら
に
、
党
そ
の
も
の
に
党
自
身
あ
る
い
は
権
力
そ
の
も
の
に
対
す
る
「
御
史
」
的
な
監
察
機
能
を
も
た
せ
た
。
か
の
フ
ェ
ア
バ

ン
ク
ス
が
共
産
党
の
存
在
に
か
か
る
性
格
が
強
く
働
い
て
い
る
と
し
た
の
は
国
民
党
の
腐
敗
を
目
の
当
た
り
に
し
て
の
評
価
だ
っ
た
と
い

え
よ

（
３３
）

う
。
党
活
動
の
自
己
点
検
を
行
う
「
民
主
生
活
会
」
は
、
党
の
指
導
的
幹
部
が
招
集
し
、
党
員
に
「
批
判
と
自
己
批
判
」
を
さ
せ
る

組
織
活
動
の
制
度
で
あ
る
が
、
あ
る
種
密
告
を
奨
励
す
る
会
で
あ
る
が
、
し
か
し
本
来
は
自
己
点
検
の
た
め
の
制
度
な
の
で
あ

（
３４
）

る
。

中
国
共
産
党
中
央
紀
律
検
査
委
員

（
３５
）

会
は
、
そ
も
そ
も
一
九
二
七
年
に
設
立
さ
れ
た
共
産
党
中
央
監
察
委
員
会
に
そ
の
淵
源
を
求
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
す
る
と
同
時
に
中
央
規
律
検
査
委
員
会
と
改
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
一
九
五
五
年
に
中
央
監
察
委

員
会
と
改
称
し
た
が
、
文
化
大
革
命
時
に
消
滅
し
た
。
文
革
が
終
息
し
て
後
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
十
一
期
第
三
回
中
央
委
員
会

全
体
会
議
に
お
い
て
中
央
規
律
検
査
委
員
会
と
し
て
復
活
し
た
。
陳
雲
が
第
一
書
記
に
任
じ
ら
れ
、
劉
少
奇
な
ど
文
化
大
革
命
の
被
害
者

の
名
誉
回
復
を
行
う
と
共
に
四
人
組
問
題
を
処
理
し
た
。

⑷

共
産
党
と
と
も
に

「〈
官
僚
制
と
し
て
の
中
国
共
産
党
〉
と
い
う
視
点
に
立
つ
と
き
、
〈
党
〉
と
は
有
資
格
者
集
団
に
ほ
か
な
ら
な
が
、
そ
の
ば
あ
い
、
人

民
に
服
務
す
る
精
神
に
お
い
て
純
粋
で
あ
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
官
僚
へ
上
昇
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
否
定
す
る
か
否
か
、
が
、〈
資
格
〉
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の
基
準
で
あ
る
」
と
は
、
文
化
大
革
命
が
一
段
落
し
た
頃
に
竹
内
実
が
そ
の
著
作
で
あ
る
『
毛
沢
東
と
中
国
共
産
党
』
で
論
じ
た
こ
と
で

あ
り
、
さ
ら
に
「
こ
の
よ
う
な
二
律
背
反
の
矛
盾
概
念
が
伝
統
思
想
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
も
、
こ
の
〈
官
僚
制
〉
は

中
国
の
所
産
で
あ
る
」
と
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
「
級
」
の
異
な
る
「
党
員
に
お
い
て
は
、
政
治
生
活
が
異
」

な
り
、
「
政
治
局
常
任
委
員
級
」
お
よ
び
「
そ
の
予
備
軍
」
の
「
級
」
以
上
の
指
導
幹
部
が「〈
党
〉
に
た
い
し
て
政
治
的
に
か
か
わ
」
る

が
、
そ
れ
は
指
導
幹
部
で
は
な
い
格
下
の
党
員
が「
直
接
的
な
民
衆
の
支
持
に
よ
っ
て
」獲
得
し
た
舞
台
に
お
い
て「
党
内
抗
争
を
許
容
」

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
中
国
共
産
党
の
現
実
政
治
的
構
造
の
矛
盾
」
で
あ
る
し
、
上
述
の
「
二
律
背
反
の
矛
盾
概
念
」
と
の
「
二
つ
を

止
揚
す
る
課
題
が
、
中
国
共
産
党
の
次
の
担
い
手
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
、
か
の
「
文
化
大
革
命
」
が
一
段
落
し
た
時
期
に
喝
破
し

（
３６
）

た
。

公
務
員
採
用
試
験
で
は
、
「
例
え
ば
山
東
省
・
青
島
市
の
場
合
、
山
東
省
海
事
局
は
募
集
職
位
六
、
募
集
人
員
十
六
人
、
済
南
鉄
路
公

安
局
、
九
職
位
、
十
九
人
、
青
島
市
国
家
税
務
局
八
十
七
職
位
二
百
三
十
人
、
山
東
出
入
境
検
験
検
疫
局
、
六
職
位
、
七
人
、
国
家
海
洋

局
北
海
分
局
、
六
職
位
、
六
人
で
、
合
計
百
二
十
九
職
位
二
百
九
十
人
で
あ
る
」。
そ
し
て
「
こ
の
二
百
九
十
人
の
う
ち
共
産
党
員
を
求

め
る
枠
三
十
九
宇
人
、
共
産
党
員
ま
た
は
共
産
主
義
青
年
団
員
の
枠
、
十
八
人
、
資
格
を
問
わ
な
い
の
が
残
り
の
二
百
三
十
二
人
で
あ
る
」、

と
い
う
の
が
一
般
的
で
、
党
員
と
非
党
員
の
比
率
を
考
え
る
と
当
然
の
こ
と
な
が
ら
党
員
お
よ
び
共
青
団
員
で
あ
れ
ば
採
用
試
験
に
お
い

て
有
利
と
な

（
３７
）

る
。

「
就
職
に
有
利
じ
ゃ
な
い
。
八
〇
〜
九
〇
％
の
人
は
自
分
の
将
来
の
た
め
に
入
り
た
い
の
よ
」
と
豪
語
す
る
大
手
銀
行
の
女
性
行
員
は

何
の
憚
り
も
な
く
「
仕
事
を
探
す
の
に
有
利
で
、
将
来
は
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就
け
る
と
期
待
し
て
い
た
」
と
い

（
３８
）

う
。

文
革
を
経
て
そ
の
総
括
の
中
心
と
な
っ
た
鄧
小
平
は
、
一
九
八
〇
年
八
月
一
八
日
中
共
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
で
『
党
と
国
家
指
導
制

度
の
改
革
』
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
過
度
の
権
力
集
中
は
官
僚
主
義
の
温
床
と
な
り
、
権
力
を
腐
敗
さ
せ
る
最
も
の
大
き
な
原
因
と
な

る
と
指
摘
し

（
３９
）

た
。
そ
し
て
、
「
党
と
政
府
が
分
割
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
政
府
を
党
が
代
行
す
る
と
い
う
問
題
の
解
決
に
着
手
す
る
」
し
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な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
中
央
の
主
要
な
指
導
的
同
志
は
、
党
務
に
専
念
し
、
党
の
統
制
、
路
線
、
方
針
、
政
策
に
集
中
す
る
べ
き
で
あ
る
」

と
し
て
、
公
務
員
制
度
へ
の
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
二
つ
（
の
矛
盾
）
を
止
揚
す
る
課
題
」
は
、
二
〇
一
七
年
の
今
日
な
お
共
産
党
の
担
い
手
に
は
課
題
で
あ
り
続
け

て
い
る
。
党
お
よ
び
党
員
に
お
い
て
は
、
「
二
律
背
反
の
矛
盾
概
念
」
の
「
伝
統
思
想
」
を
ま
す
ま
す
強
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

一
般
の
党
員
が
、
「
直
接
的
な
民
衆
の
支
持
に
よ
っ
て
」
獲
得
し
た
舞
台
は
、
改
革
開
放
路
線
以
降
と
く
に
今
世
紀
お
い
て
、
「
政
治
重

視
」
か
ら
「
経
済
重
視
」
へ
。
「
計
画
経
済
」
か
ら
「
市
場
経
済
」
へ
、
「
革
命
」
か
ら
「
改
革
」
へ
、
党
は
「
人
民
」
か
ら
「
最
広
大

人
民
」（
公
民
で
は
な
い
）
へ
と
言
い
換
え
る
。
二
〇
二
〇
年
に
は
「
小
康
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
習
近
平
政
権
は
宣
言
し
た
が
、

そ
こ
で
は
最
早
「
人
民
」
で
は
な
く
「
中
間
層
」
の
拡
大
と
そ
の
利
益
を
い
う
。

中
国
の
現
実
を
見
る
と
き
、
共
産
党
の
政
治
路
線
が
「
政
治
的
環
境
の
な
か
で
、
主
導
的
あ
る
い
は
被
動
的
に
変
化
す
る
」
こ
と
を
避

け
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
党
す
な
わ
ち
官
僚
制
の
「
機
構
あ
る
い
は
組
織
」
の
連
続
性
は
維
持
さ
れ
る
か
ら
、
「
個

人
の
記
憶
と
し
て
は
連
続
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
」
必
要
が
あ
り
、
組
織
維
持
の
た
め
に
そ
の
担
い
手
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
交
代
さ
せ
る

こ
と
は
最
も
適
し
た
や
り
か
た
と
な
ろ
う
。
公
務
員
採
用
試
験
は
、
比
較
的
良
好
な
方
法
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
以
前
に
比
べ
て
「
人
民

に
服
務
す
る
精
神
に
お
い
て
純
粋
で
あ
る
か
否
か
」
と
い
う
こ
と
が
等
閑
視
さ
れ
、
「
上
昇
志
向
」
の
み
突
出
し
、
ま
た
、
た
め
に
「
民

衆
の
支
持
」
を
う
し
な
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
う
な
る
と
官
僚
「
腐
敗
」
の
存
在
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
二
つ
の
矛
盾
」
の
解
消
に

起
因
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

「
公
益
訴
訟
は
今
の
中
国
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
社
会
に
法
律
上
、
物
を
申
せ
る
唯
一
の
仕
組
み
」。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
で
あ
る「
緑
発
会
」は「
五
十
四

件
の
訴
訟
を
起
こ
し
」、
「
企
業
に
環
境
破
壊
が
高
く
つ
く
こ
と
を
知
ら
し
め
て
い
る
」
と
い
う
。
「
公
益
訴
訟
の
新
設
は
習
近
平
指
導

部
が
認
め
、環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
の
場
は
広
が
っ
た
。一
方
で
、労
働
者
や
女
性
の
権
利
保
護
を
目
指
す
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
弾
圧
は
強
ま
」
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っ
て
い
る
が
、
「
た
だ
、
中
国
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
影
響
力
が
強
ま
る
流
れ
は
止
ま
り
そ
う
に
な
い
」
の
で
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
民
間
団
体
の
数
は

現
在
、
当
局
登
録
ベ
ー
ス
で
約
六
十
一
万
と
従
年
前
の
二
倍
以
上
に
な
っ
た
」。
そ
こ
で「『
中
国
社
会
が
統
制
・
専
制
型
か
ら
市
民
型
へ

と
移
り
つ
つ
あ
る
証
し
だ
』
と
み
る
」
向
き
も
あ
る
。

ま
た
、
「
こ
こ
十
年
間
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
社
会
貢
献
や
娯
楽
な
ど
当
局
が
提
供
で
き
な
い
活
動
に
関
心
を
持
つ
市
民
が
増
え
、
民

間
団
体
を
支
え
る
資
金
も
豊
か
に
な
っ
た
」
と
い

（
４０
）

う
。

「
鄧
小
平
理
論
」
か
ら
江
沢
民
の
「
三
つ
の
代
表
」、
さ
ら
に
は
習
近
平
の
「
四
つ
の
全
面
」
へ
と
新
た
な
行
動
指
針
や
政
策
目
標
を

打
ち
出
し
、
社
会
の
変
化
に
た
い
し
て
必
ず
し
も
完
全
に
臨
機
応
変
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
し
か
し
な
が
ら
、

共
産
党
は
永
久
革
命
論
の
「
原
理
主
義
」
か
ら
是
々
非
々
の
「
現
実
主
義
」
へ
と
状
況
の
変
化
を
捉
え
て
あ
る
程
度
柔
軟
に
対
応
す
る
。

二
〇
二
〇
年
に
は
「
小
康
社
会
」
を
実
現
す
る
と
の
目
標
を
改
め
て
掲
げ
た
が
、
実
現
し
よ
う
と
す
る
「
小
康
社
会
」
は
も
は
や
か
つ
て

の
「
社
会
主
義
社
会
」
で
は
な
く
、
で
き
る
限
り
多
く
の
「
中
間
層
」
を
創
出
し
て
、
近
代
市
民
の
「
自
由
」
を
実
現
し
そ
れ
を
享
受
す

る
「
近
代
市
民
社
会
」
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
が
創
建
さ
れ
、
活
動
範
囲
も
拡
大
し
続
け
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
け
れ
ど
も
、
人
権
問
題
で
あ
る
と
か
政
治

的
自
由
と
関
わ
る
活
動
を
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
し
て
は
極
度
に
神
経
質
で
、
と
き
に
は
排
除
も
辞
さ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
党
自
身

も
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
効
果
の
あ
る
対
応
の
で
き
な
い
例
え
ば
環
境
問
題
に
関
わ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
対
し
て

は
寛
容
で
、
奨
励
さ
え
す

（
４１
）

る
。

中
国
の
長
い
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
歴
代
の
権
力
は
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
次
第
に
そ
の
力
を
喪
失
す
る
の
を
常
と
し
て
き
た
。

そ
し
て
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
権
力
の
空
白
が
生
じ
、
そ
の
空
間
を
埋
め
る
の
が
非
権
力
、
反
権
力
の
互
助
組
織
的
性
格
を
有
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
結
社
で
あ
る
。ま
さ
し
く
今
日
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
組
織
と
い
え
よ
う
か
。共
産
党
に
と
っ
て
、権
力
が
本
来
す
る
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
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ビ
ス
を
補
完
的
に
担
っ
て
く
れ
る
組
織
は
利
用
価
値
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
組
織
団
体
は
、
非
権

力
的
な
存
在
で
い
る
間
は
問
題
な
い
が
、
時
と
し
て
反
権
力
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
今
後
も
そ
の
正
統
性
を
保

持
し
よ
う
と
す
る
共
産
党
と
し
て
は
な
お
警
戒
す
べ
き
存
在
で
あ
ろ
う
。
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（
注
）

（
１
）
「
中
国
共

党
第
十
八
届
中
央
委

会
第
六
次
全
体
会

公

（
二
〇
一
六
年
十
月
二
七
日
中
国
共

党
第
十
八
届
中
央
委

会
第
六
次
全
体
会

通

）」『
中
直
党
建
网
』
二
〇
一
六
年
十
一
月
七
日
一
五
時
一
〇
分

http://w
w

w
.zzdjw

.org.cn/n1/2016/1107/c153945−
28841728.htm

l

（
２
）
「
中
共
十
八
届
六
中
全
会
将
于
十
月
二
四
日
至
二
七
日
召
开
」『
新
華
社
』
二
〇
一
六
年
九
月
二
七
日
二
一
時
三
〇
分

http://js.people.com
.cn/n

2/2016/0927/c359574−
29070642.htm

l

。

（
３
）
「
六
中
全
会
、
来
月
末
に
開
催
…
指
導
部
、
党
内
引
き
締
め
」『
毎
日
新
聞
』二
〇
一
六
年
九
月
二
七
日
二
三
時
一
六
分
。http://m

ainichi.jp/articles

/20160928/k00/00m
/030/104000c

。

（
４
）
「

懂
改
革
开
放
以
来
的
七
次
六
中
全
会
」『
人
民
日

海
外
版
』
二
〇
一
六
年
八
月
四
日
。

（
５
）
「
八
項
目
」
の
内
容
は
、
①
調
査
・
研
究
の
改
善
（
要
改
進

研
究
）
②
会
議
や
活
動
の
改
善
（
要
精
簡
会
議
活
動
）
③
文
書
と
報
告
の
改
善

（
要
精
簡
文
件
簡

）
④
海
外
訪
問
の
規
範
化
（
要
規
範
出
訪
活
動
。
一
般
不
安
排
中

機
構
、
華
僑
華
人
、
留
学
生
代
表
等
到
機
場
迎
送
。）
⑤

警
備
業
務
の
改
善
（
要
改
進
警
衛
工
作
）
⑥
報
道
の
改
善
（
要
改
進
新
聞
報
道
）
⑦
文
書
発
表
な
ど
の
厳
格
化
（
要
厳
格
文
稿
発
表
）
⑧
勤
勉
節
約

（
要
励
行
勤
倹
節
約
）
の
励
行
の
各
項
目
で
あ
る
。
「

中
央
政
治
局
的
�
八

定
�
叫
好
」
黑
莓
『
中
国
共

党
新

网
』
二
〇
一
二
年
十
二

月
五
日
一
一
時
一
六
分
。http://cpc.people.com

.cn/pinglun/G
B

/n/2012/1205/c241220−
19799772.htm

l

。
「
中
央
八

定

定
内
容
」『
中
国

人
材
網
』
二
〇
一
五
年
十
二
月
二
日http://w

w
w

.cnrencai.com
/zhongguom

eng/78470.htm
l

。

（
６
）
「
習
近
平：

集
中
解
决
形
式
主
義
、
官
僚
主
義
等
�
四
風
�
問
題
」『
新
華
網
』
二
〇
一
三
年
六
月
一
八
日

一
九
時
五
五
分
三
八
秒

http://w
w

w
.

zj.xinhuanet.com
/new

scenter/headlines/2013−
06/18/c_116194507.htm

「
四
つ
の
気
風
」
と
は
、
「
形
式
主
義
」、
「
官
僚
主
義
」、
「
享
楽
主

義
」、
「
贅
沢
の
気
風
」
の
四
つ
。

（
７
）
「『
四
個
全
面
』：

国
家
治
理
現
代
化
的
戦
略
布
局
」『
学
習
時
報
』二
〇
一
六
年
九
月
二
九
日
一
七
時
三
八
分
、http://w

w
w

.gm
w

.cn/sixiang/2016−

09/29/content_22230467.htm

。
「
四
つ
の
全
面
」
と
は
、
①
小
康
社
会
の
全
面
的
な
完
成
②
改
革
の
全
面
的
な
深
化
③
全
面
的
な
法
治
の
実
現
④

全
面
的
に
厳
し
く
党
を
支
配
す
る
こ
と
。
小
康
社
会
の
実
現
は
「
目
標
」
で
あ
り
、
改
革
の
深
化
は
「
手
段
」、
そ
し
て
「
法
治
」
は
改
革
の
制
度

的
な
保
障
で
あ
り
、
党
を
厳
格
に
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
『
指
導
力
』
を
生
む
の
で
あ
る
。

（
８
）
「
中
共
中
央
政
治
局
召
开
会

《
中
国
共

党
廉
洁
自
律
准

》《
中
国
共

党

律

分
条
例
》」『
新

社
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
二

日
一
七
時
一
六
分

http://w
w

w
.ccdi.gov.cn/xw

tt/201510/t20151012_63315.htm
l

。

（
９
）
注（
１
）に
同
じ
。

（
１０
）
「
六
中
全
会
の
四
大
キ
ー
ワ
ー
ド
を
学
者
が
解
説
」『
人
民
網
日
本
語
版
』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
八
日
一
五
時
一
四
分

http://j.people.com
.cn
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/n3/2016/1028/c94474−

9134132.htm
l

（
１１
）
「
解
読
六
中
全
会
公
報
中
的
�
亮
眼
�
詞
滙
」『
新
華
社
』

二
〇
一
六
年
十
一
月
三
日
八
時
三
三
分

http://cpc.people.com
.cn/n1/2016/1103/c64387−

28830884.htm
l

（
１２
）
「
第
一
八
期
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
第
七
回
全
体
会
議
が
閉
幕
」『
人
民
網
日
本
語
版
』二
〇
一
七
年
一
月
九
日
九
時
四
二
分

http://j.people.com
.

cn/n3/2017/0109/c94474−
9164399.htm

l

会
議
は
、
二
〇
一
七
年
一
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
北
京
で
開
催
さ
れ
た
。

（
１３
）
「
習
総
書
記
首
談
『
四
個
全
面
』
意
味
着
什
么
」『
新
華
網
』
二
〇
一
四
年
十
二
月
一
六
日

一
三
時
二
四
分
五
四
秒

http://new
s.xinhuanet.com

/politics/2014−
12/16/c_1113661816.htm

。

（
１４
）
中
央

委
向
党
的
十
八
大
的
工
作

告

中
央

委

察
部
网
站

二
〇
一
三
年
八
月
二
八
日

一
七
時
三
三
分

http://w
w

w
.ccdi.gov.cn/

xxgk/hyzl/201307/t20130719_45382.htm
l

。
「
職
務
犯
罪
」
と
は
、
国
家
機
関
、
国
有
会
社
、
企
業
事
業
単
位
、
人
民
団
体
な
ど
の
職
員
が
そ
の

職
権
を
利
用
し
て
、
贈
収
賄
、
汚
職
な
ど
五
三
種
類
に
わ
た
る
犯
罪
を
い
う
。
公
務
員
の
犯
罪
を
指
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
多
く
は
共
産
党

員
で
も
あ
る
。

（
１５
）
「
習
近
平
等
十
八
届
中
共
中
央
政
治
局
常
委
同
中
外
記
者
見
面
」『
新
華
社
』
二
〇
一
二
年
十
一
月
一
五
日

http://cpc.people.com
.cn/18/n/2012

/1115/c350821−
19591246.htm

l)

（
１６
）
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
打
造
反
腐
追
逃
的
『
恢
恢
天
網
』」『
新
華
網
』
二
〇
一
四
年
十
一
月
一
二
日
八
時
四
七
分

http://fanfu.people.com
.cn/n/2014/1112

/c64371−
26008680.htm

l

。
「
編
織
全
球
反
腐
天
網
、
外
逃
貪
官
夢
断
黄
粱
、
中
国
反
腐
敗
国
際
合
作
開
啓
新
篇
章
」『
新
華
社
』
二
〇
一
四
年
十
一

月
一
六
日
七
時
三
七
分

http://sd.people.com
.cn./n/2014/1116/c172824−

22917219.htm
l

（
１７
）
「
裸
官
」
と
は
、
中
央
組
織
部
の
「
配
偶
已
移
居
国
（
境
）
外
的
国
家
工
作
人
員
任
職
崗
位
管
理
弁
法
」
に
よ
れ
ば
、
「
配
偶
者
と
子
女
が
国
外

に
居
住
し
て
い
る
か
、
配
偶
者
の
み
が
国
外
に
居
住
し
て
い
る
か
、
配
偶
者
と
子
女
と
も
に
な
く
本
人
の
み
が
国
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
を
い
う
」。

中
央
関
係
機
関
に
よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
国
外
へ
逃
亡
し
た
官
僚
が
持
ち
出
し
た
の
は
総
額
八
千
億
人
民
元
。
「
専
家
談
跨
国
反
腐
幾
大

障
碍：

個
別
国
家
政
治
庇
護
拒
引
渡
」『
新
京
報
』二
〇
一
四
年
十
一
月
一
〇
日
、http://politics.people.com

.cn/n/2014/1110/c1001−
26000835.htm

l

（
１８
）
「
統
計
称
去
年
所
打
大
老
虎
是
近
二
五
年
平
均
数
五
倍
多
」『
人
民
網
』
二
〇
一
四
年
三
月
一
一
日

http://politics.people.com
.cn/n/2014/0311

/c1026−
2459797.htm

l

（
１９
）
「
七
一
六
・
七
万

中
国
公
務
員
数
量
是
多
了
還
是
少
了
？
」
二
〇
一
六
年
六
月
二
二
日
九
時
一
八
分
五
五
秒

『
大
河
網
（
鄭
州
）』

http://

new
s.163.com

/16/0622/09/B
Q

5FC
V

5Q
00014Q

4P.htm
l
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（
２０
）
「
中

委：

二
〇
一
六
年
八
月
全
国

違
反
八
項
規
定
精
神
問
題
二
九
〇
一
起
」『
中
央

委
網
站
』

二
〇
一
六
年
九
月
二
一
日
八
時
二
四
分

http://sd.people.com
.cn/n2/2016/0921/c356086−

29036078.htm
l

。

「
八
項
規
定
」
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
二
年
十
二
月
四
日
に
中
央
政
治
局
が
招
集
し
た
会
議
に
お
い
て
「
中
央
政
治
局
の
活
動
作
風
の
改
良
と
大
衆
と
密
接
に
連
携
す
る
に
つ
い
て

の
八
項
目
」と
し
て
審
議
さ
れ
た
。（「
政
治
局：

委

到
基
層

研
要
簡
化
接
待
」『
新
華
網
』二
〇
一
二
年
十
二
月
四
日
一
九
時
三
三
分

http://new
s.

sina.com
.cn/c/2012−

12−
04/193325729695.shtm

l
)

（
２１
）
「
二
〇
一
六
年
一
二
月
全
国

違
反

中
央
八
項
規
定
精
神
問
題
五
〇
一
九
起
」『
中
央

委
監
察
部
網
站
』

二
〇
一
七
年
一
月
四
日

八

時
三
〇
分

http://sd.people.com
.cn/n2/2016/0921/c356086−

29036078.htm
l

（
２２
）
「
加
強
問

杜

違
規
発
放
福
利
」『
中
国

検
監
察
報
』二
〇
一
六
年
十
月
八
日
九
時
二
二
分http://fanfu.people.com

.cn/n1/2016/1008/c64371

−
28759604.htm

l

（
２３
）
注（
１０
）に
同
じ
。

（
２４
）
二
〇
〇
七
年
十
一
月
至
二
〇
一
二
年
六
月
、
全
国

検
監
察
機
関
が
立
件
し
た
事
案
は
六
四
三
、
七
五
六
件
、

案
六
三
九
、
〇
六
八
件
、
党
及

び
行
政
府
規
則
違
反
で
処
分
し
た
の
は
、
六
六
八
、
四
二
九
人
。
検
察
に
送
致
し
て
処
理
し
た
の
は
、
二
四
、
五
八
四
人
。
全
国
で
捜
査
し
た
商
業

部
門
で
の
贈
収
賄
事
案
は
、
八
一
、
三
九
一
件
、
摘
発
さ
れ
た
金
額
は
、
二
二
二
・
〇
三
億
元
。
「
中
央

委
向
党
的
十
八
大
的
工
作

告
（
中
国

共
産
党
第
十
八
次
全
国
代
表
大
会
通
過
）」
『
中
央

委
監
察
部
網
站
』
二
〇
一
三
年
八
月
二
八
日
一
七
時
三
三
分

http://w
w

w
.ccdi.gov.cn/xxgk

/hyzl/201307/t20130719_45382.htm
l

（
２５
）
政
務
官
や
事
務
官
な
ど
を
含
む
中
央
人
民
政
府
の
す
べ
て
の
公
職
人
員
を
公
務
員
と
呼
ぶ
も
の
の
、
国
家
公
務
員
法
規
が
適
用
さ
れ
る
事
務
官
に

過
ぎ
な
い
。
米
国
が
基
本
的
に
こ
の
部
類
に
数
え
ら
れ
る
と
言
え
る
。
米
国
は
公
務
員
を
「
政
府
職
員
（G

overnm
ent

em
ployee

）」と
呼
び
、
同
単

語
は
軍
事
に
携
わ
っ
て
い
る
人
員
以
外
の
す
べ
て
の
政
府
職
員
を
指
す
、
比
較
的
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
「
中
国
国
家
公
務
員
試
験
に
つ
い

て
」『
人
民
網
日
本
語
版
』
二
〇
一
五
年
十
一
月
三
〇
日

http://j.people.com
.cn/94475/7628356.htm

l

。

（
２６
）
「
中
国
、公
務
員
試
験
の
申
込
者
が
八
年
連
続
で
一
〇
〇
万
人
超
」『
人
民
網
日
本
語
版
』二
〇
一
六
年
十
月
一
五
日
一
〇
時
〇
三
分

http://j.people.

com
.cn/n3/2016/1015/c94475−

9127539.htm
l

（
２７
）
二
〇
一
七
年
度
の
応
募
期
間
は
十
月
一
五
〜
二
四
日
、
共
通
科
目
試
験
日
は
十
一
月
二
七
日
、
全
国
各
省
の
大
都
市
で
同
時
に
行
わ
れ
る
。

（
２８
）
競
争
率
が
最
も
高
い
の
は
「
人
材
資
源
・
社
会
保
障
部
中
国
雇
用
訓
練
技
術
指
導
セ
ン
タ
ー
」
の
ポ
ス
ト
。
過
去
五
年
間
の
申
込
締
め
切
り
日
の

申
込
者
数
を
み
る
と
、
四
年
連
続
で
低
迷
し
て
お
り
、
競
争
率
を
み
る
と
、
今
年
は
四
六
倍
と
や
や
低
く
、
過
去
五
年
間
で
最
低
だ
っ
た
。
「
国
家

公
務
員
試
験
が
申
込
締
め
切
り

最
高
倍
率
二
八
四
七
倍
」『
人
民
網
日
本
語
版
』
二
〇
一
五
年
十
月
二
五
日

http://j.people.com
.cn/n/2015/1025
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/c94475−

8966628.htm
l

。
「
中
央
機
関
及
其
直
属
機
構
二
〇
一
七
年
度
公
務
員
録
用
考
試
公
共
科
目
筆
試
挙
行
」『
中
国
組
織
人
事
報
』
二
〇
一
六

年
一
一
月
三
〇
日

http://w
w

w
.scs.gov.cn/gzdt/201611/t20161130_6369.htm

l

中
華
人
民
共
和
国
の
公
務
員
数
は
国
家
、
地
方
公
務
員
で
七
一
六
・
七
万
人
（
二
〇
一
五
年
末
）。
二
〇
一
六
年
度
採
用
の
公
務
員
は
、
地
方
、

国
家
で
計
一
九
・
四
万
人
（
内
訳
は
、
中
央
機
関
及
そ
の
直
属
機
構
に
二
・
一
万
人
、
地
方
公
務
員
は
一
七
・
三
万
人
で
あ
っ
た
）「
二
〇
一
五
年

度
人
力
資
源
和
社
会
保
障
事
業
発
展

公
報
」
中
華
人
民
共
和
国
人
力

源
和
社
会
保
障
部
二
〇
一
六
年
五
月
三
〇
日

http://w
w

w
.m

ohrss.gov.

cn/SY
rlzyhshbzb/dongtaixinw

en/buneiyaow
en/

htm
l

。

日
本
の
公
務
員
数
は
国
家
地
方
合
わ
せ
て
約
三
三
三
万
（
地
方
二
七
四
万
三
千
人
、
国
家
五
八
万
三
千
人

平
成
二
十
八
年
度

http://w
w

w
.jinji.

go.jp/booklet/booklet_Part5.pdf#search)

『
中
華
人
民
共
和
国
公
務
員
法
』
に
よ
れ
ば
、
公
務
員
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

１

中
国
共
産
党
各
級
機
関
で
公
務
に
従
事
す
る
人
員
。

２

国
家
各
級
権
力
機
関
で
公
務
に
従
事
す
る
人
員
、
す
な
わ
ち
全
国
人
民
代
表
大
会
お
よ
び
各
地
方
の
人
民
代
表
大
会
、
そ
の
常
務
委
員
会
で
公

務
に
従
事
す
る
人
員
。

３

行
政
機
関
で
公
務
に
従
事
す
る
人
員
で
、
す
な
わ
ち
国
務
院
お
よ
び
そ
の
所
属
す
る
部
、
委
員
会
、
局
な
ら
び
に
地
方
各
局
人
民
政
府
お
よ
び

そ
の
所
属
管
理
に
あ
る
機
構
に
て
公
務
に
従
事
す
る
人
員
。

４

裁
判
機
関
で
公
務
に
従
事
す
る
人
員
、
す
な
わ
ち
最
高
人
民
法
院
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
法
院
と
そ
の
出
先
法
廷
に
て
公
務
に
従
事
す
る
人
員
。

５

検
察
機
関
で
公
務
に
従
事
す
る
人
員
、
す
な
わ
ち
最
高
人
民
検
察
院
と
地
方
各
級
人
民
検
察
院
で
公
務
に
従
事
す
る
人
員
。

６

軍
隊
の
各
級
機
関
で
公
務
に
従
事
す
る
人
員
。

７

人
民
協
商
会
議
各
級
機
関
人
員
。

８

そ
の
他
、
行
政
機
構
改
革
で
改
組
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
「
公
司
」
の
人
員
、
な
ど
。

中
華
人
民
共
和
国
現
行
の
公
務
員
制
度
は
、
改
革
開
放
路
線
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
「
政
治
・
経
済
改
革
」
の
一
環
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
鄧
小

平
は
、
一
九
八
〇
年
に
『
党
と
国
家
指
導
制
度
の
改
革
』
と
題
す
る
重
要
講
演
を
行
い
、
権
力
の
過
度
の
集
中
、
官
僚
主
義
、
家
長
制
、
幹
部
の
職

務
修
身
制
な
ど
の
現
象
が
幹
部
任
用
制
度
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。
そ
の
後
一
九
八
二
年
、
八
三
年
に
は
中
央
や
地
方
の
国
家
機
関

に
お
い
て
機
構
改
革
を
進
め
、
各
級
指
導
部
の「
離
休
、
退
休
」制
度
を
設
立
し
て
指
導
幹
部
修
身
制
を
廃
止
し
て
い
っ
た
。
党
中
央
は
、
一
九
八
四

年
『
国
家
機
関
工
作
人
員
法
』
を
制
定
し
た
。
そ
の
後
、
国
家
機
関
工
作
人
員
の
範
疇
が
拡
大
し
た
た
め
、
『
国
家
行
政
機
関
工
作
人
員
条
例
』
を

定
め
、
さ
ら
に
『
国
家
公
務
員
暫
行
条
例
』
の
改
訂
へ
と
進
ん
だ
。
一
九
八
八
年
三
月
、
中
央
は
「
国
家
人
事
部
」
設
立
を
決
定
し
た
。
一
九
九
三
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年
十
月
一
日
に
『
国
家
公
務
員
暫
行
条
例
』
が
公
布
さ
れ
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

（
２９
）
『
漢
書
』「
百
官
公
卿
表
」。
明
清
朝
で
は
、
監
察
御
史
は
都
察
院
に
属
す
。

（
３０
）
『
大
明
会
典
』
巻
十
「
勖
級
」、
『
明
史
』
巻
七
十
三

志
第
四
十
九
「
職
官
二
」
同
「
職
官
四
」、
（
参
照
）
小
川

尚
『
明
代
都
察
院
体
制
の

研
究
』
汲
古
書
院

二
〇
〇
四
年
十
月
刊
。
『
清
史
稿
』「
職
官
志
二
」

（
３１
）
『
監
察
院
全
球
諮
詢
網
』http://w

w
w

.cy.gov.tw
/m

p.asp?m
p=

1

（
３２
）
『
中
央
紀
委
監
察
部
網
站
』http://w

w
w

.ccdi.gov.cn

、
二
〇
一
三
年
九
月
二
日
開
設
。

（
３３
）

E
ast
A
sia
tradition

&
transform

ation,
John

K
.Fairbank,

E
dw
in
O
.
R
eischauer,

A
lbert

M
.C
raig,

H
oughton

M
ifflin,

1973.

参
照
。

（
３４
）
二
〇
一
六
年
中
国
共

党
党
内

公

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
三
一
日
に
お
け
る
中
国
共
産
党
党
員
総
数
は
八
八
七
五
・
八
万
名
で

昨
年
同
時
期
比
九
六
・
五
万
、
一
・
一
％
増
で
あ
っ
た
。
「
二
〇
一
五
年
中
国
共

党
党
内

公

」『
新

社
』
二
〇
一
六
年
六
月
三
〇
日

１０：
０１：

３３
http://new

s.xinhuanet.com
/2016−

06/30/c_1119139485.htm

共
産
党
末
端
組
織
数
四
四
一
・
三
万
、
昨
年
同
時
期
比
五
・
四
万
、
一
・
二
％
増
加
、
末
端
党
委
員
会
数
二
一
・
三
万
、
総
支
部
二
七
・
六
万
、

支
部
三
九
二
・
四
万
。

（
３５
）
「
民
主
生
活
会
」
と
し
て
、
共
産
党
各
級
機
関
に
設
置
さ
れ
た
日
常
活
動
報
告
、
政
策
学
習
会
で
党
員
に
義
務
付
け
ら
れ
た
日
常
活
動
の
一
つ
で

あ
る
。

（
３６
）
中
国
共
産
党
規
約
に
「
党
の
規
律
検
査
機
関
」
に
関
す
る
規
定
（
第
四
十
三
条
、
四
十
四
条
、
四
十
五
条
）
が
あ
る
。
「
党
の
中
央
規
律
検
査
委

員
会
は
、
党
の
中
央
委
員
会
の
指
導
の
も
と
で
活
動
を
行
う
。
党
の
地
方
各
ク
ラ
ス
規
律
検
査
委
員
会
と
末
端
の
規
律
検
査
委
員
会
は
、
同
じ
ク
ラ

ス
の
党
委
員
会
お
よ
び
上
級
の
規
律
検
査
委
員
会
の
二
重
指
導
の
も
と
で
活
動
を
行
う
。
党
の
各
ク
ラ
ス
の
規
律
検
査
委
員
会
の
各
期
の
任
期
は
、

同
じ
ク
ラ
ス
の
党
委
員
会
と
同
じ
で
あ
る
」（
第
四
十
三
条
）
と
規
定
し
、
「
党
の
各
ク
ラ
ス
の
規
律
検
査
委
員
会
の
主
な
任
務
は
、
党
規
約
お
よ

び
そ
の
他
の
党
内
法
規
を
守
り
、
党
の
路
線
、
方
針
、
政
策
お
よ
び
決
議
の
実
行
状
況
を
点
検
し
、
党
の
委
員
会
を
助
け
て
党
風
の
建
設
を
強
化
し
、

腐
敗
に
反
対
す
る
仕
事
を
組
織
し
、
協
調
を
行
う
こ
と
で
あ
る
」（
第
四
十
四
条
）
と
す
る
。

（
３７
）
竹
内
実
『
毛
沢
東
と
中
国
共
産
党
』
中
公
新
書
昭
和
五
十
六
年
六
月
第
九
版

p242

。

（
３８
）
「
公
務
員
は
「
徳
才
兼
備
」
が
原
則

中
国
で
国
家
公
務
員
試
験
の
出
願
開
始

こ
こ
数
年
の
倍
率
は
な
ん
と
◎
倍
」

Z
ooonline

二
〇
一
六
年
十
月
一
八
日

http://zooonlinene.com
/archives/124512

（
３９
）
「
女
子
大
生
が
語
る
入
党
事
情

私
が
党
員
に
な
っ
た
ワ
ケ
」『
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
』
二
〇
一
七
年
一
月
一
二
日

http://w
w

w
.nikkei.com

/article/D
G

X
M

Z
O

11126300X
21C

16A
2I10000/
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（
４０
）
「
党
和
国
家

制
度
的
改
革
」『
人
民
日
報
』
一
九
八
〇
年
八
月
一
八
日
「
着
手
解
决
党
政
不
分
、
以
党
代
政
的

。
中
央
一
部
分
主
要

同
志
不
兼
任
政
府

、
可
以
集
中
精
力
管
党
、
管
路

、
方

、
政
策
」

（
４１
）
「
地
球
回
覧

習
氏
も
認
め
る
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
六
年
十
月
一
〇
日
。

本
論
考
は
、
平
成
二
十
八
年
度
、
個
人
研
究
費
及
び
学
部
共
同
研
究
費
（
慶
野
教
授
と
の
共
同
研
究
）
の
成
果
で
あ
る
。


